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アンプへの接続はもちろん、ヘッドフォン端子やスピーカーを内蔵。軽くて
丈夫なカーボンファイバーを本体に採用し、多彩な音作りを実現するエフェ
クターやチューナー、メトロノーム、ルーパーを搭載。いつでもどこでも「弾
きたい！」と思った瞬間に演奏できる、スマートなギターです。

ヘッドフォンで演奏が楽しめる
スピーカー、エフェクト内蔵の
SMARTなギター

ヘッドフォンで演奏が楽しめる
スピーカー、エフェクト内蔵の
SMARTなギター

スピーカー搭載で、面倒な準備をスキップ

ヘッドフォンを接続すれば、夜間の演奏も◎

ワンタッチでエフェクトが切り替わる

豊富なエフェクト群を自由にカスタマイズ

演奏をサポートしてくれる様々な便利機能

USB Type-C 対応でギターの録音が簡単に

高温多湿に強く、軽量なカーボン素材

丈夫で使いやすい高機能なギグバッグ付属
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nebulaguitar.jp

定価：77,000 円（税込）
 高機能ギグバッグ付属 
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軽音楽部マガジン

第7回 高等学校軽音楽コンテスト関東大会より

新入部員必見！

軽音楽部マガジン
バックナンバー

楽器・機材の選び方＆必須アイテム
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特別賛助会員の皆様（敬称略／順不同）

株式会社未常識
公益財団法人かけはし芸術文化振興財団
一般社団法人サトヤマカイギ
宝塚大学
日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校
専門学校東京ビジュアルアーツ・アカデミー
専門学校名古屋ビジュアルアーツ・アカデミー
専門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー

名古屋スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
ギブソン・ブランズ・ジャパン株式会社
フェンダーミュージック株式会社
株式会社トップトラベルサービス
株式会社コスモエージェンシー
株式会社福々家（モアリゾート、ホテル寺尾温泉）
音楽ロッヂ ゆうげん荘
株式会社オーティーズ

全国学校軽音楽部協会

軽音楽部の諸活動を通して若者の成長を応援しています

軽音楽部の正しい理解を

軽音楽部の全国普及に向けて

新しい活動の提案と支援

軽音楽部は部活動としての歴史が浅く、ポピュラーミュージックやバンドへの偏見も一

部に残っており、正しく理解されていないのが実状です。STEAM教育の一端として、

軽音楽を通した部活動の有意義さや得られるものなどを学校内外へ広めていきます。

学校教育の一環である部活動のひとつとして、軽音楽部が全国の学校に設立されることを

目指し、日々の練習や演奏会のサポート、楽器や機材の相談、各種クリニックや大会の開

催など、諸活動をバックアップしていきます。

デジタル化、IoT化による現代的な楽器や機材、DTMの普及による新しい軽音楽のスタ

イルなど、今と未来に見合った活動を各業界とのパイプ役として軽音楽部に提案、支援し

つつ、軽音楽のポップカルチャーとしての発展を目指します。
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特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org

全国約4,800校の
高校に軽音楽部を  
※現在、軽音楽部があるのは2,140校です（令和7年6月1日当協会調べ）

！

当協会の理念や活動内容にご賛同いただける方々のご寄付をお待ちしております
詳しくはこちらまで…

軽音楽部マガジン　

From Chief-In-Editor

令和 8 年 3 月号 VOL.90

　これまで育まれてきた軽音楽文化は社会の変化とともに、より

スマートでサステナブルな活動形態に進むべき段階に来ている

と思います。私たちはNPO法人として、現場の熱量に寄り添い

ながら、その未来図を共に描いていきたいと考えています。

　現在、現場が直面している課題は練習環境の維持と指導体制

の確保ではないでしょうか。近隣への騒音問題、限られた予

算、少ない練習場所の中で、多くの部員が満足できる活動環境

を整える…これは軽音楽部が社会と調和し、発展していくため

に避けて通れないテーマです。

　私たちが1つの解として注目しているのが、デジタル技術

を駆使した「DX（デジタルトランスフォーメーション）」

の導入です。例えば、次世代の「SMARTな楽器」の活用で

す。ここで言う「SMART」とは、複数の機能が高度に統合

（INTEGRATED）されていることを指します。象徴的な「ス

マートギター」はアンプやエフェクターを本体に内蔵してお

り、学校側が用意・管理すべき機材を最小限に抑えられます。

　この統合によるメリットは計り知れません。機材が減ること

でセッティングを簡略化することができ、練習時間を最大化で

きるだけでなく、ヘッドフォンを使うことで個々の演奏がク

リアに聴こえます。また、1つの音楽室で複数のバンドが同時

に、高い集中力を持って練習することもできます。これは、限

られた資源で多くの部員を受け入れる現代の部活動において、

極めて合理的な選択肢となります。

　そして、私たちが提唱したいのは「軽音楽部のバンド」とい

う活動の真の価値です。それは、かつてのバンド経験者が知る

「ロックバンド」の姿とは少し異なります。個々の演奏技術の

巧拙以上に、4～5名という小集団で自ら考え、合意形成を行

い、音楽を創り上げていく「形態」そのものに意味があると考

えています。

　正解のない時代を生きる生徒にとって、仲間と試行錯誤す

るプロジェクトの経験こそが、将来にわたる重要なスキルと

なります。昨今の「教職員の働き方改革」に伴う指導者不足の

中でも、求められる役割は技術指導から、生徒の自主性を支え

る「ファシリテーター」へと変化していくべきでしょう。DX

の導入は機材管理や騒音対策といった物理的な手間をテクノロ

ジーで肩代わりし、指導者が生徒の対話やプロセスに集中でき

る環境を整えるための不可欠なステップだと思います。

　もちろん、生音の迫力やアナログ機材の喜びが損なわれるわ

けではありません。本質を守りつつ、最新技術を「心強い味

方」として取り入れる柔軟な姿勢こそが、軽音楽部をより多く

の人々に応援される活動へとアップデートさせます。「デジタ

ル」という新しい可能性を味方につけ、「軽音楽部」が創造性

と喜びに満ちた活動場所となるよう、私たちもサポートしてい

きます。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長 三谷佳之

■軽音楽部マガジン VOL.90　■創刊：平成 25 年 12 月 18 日（水）■第 15 巻 1 号通巻 90 号
■監修・発行／特定非営利活動法人（NPO 法人）全国学校軽音楽部協会　JASLMC（Japan Association of School Light Music Club）
　　　　　　　〒 224-0003  横浜市都筑区中川中央 1-37-6-405　TEL：045-913-0901　FAX：045-913-1900　E-Mail：info@keionkyo.org
■企画・編集／株式会社未常識

DXによる指導と環境のイノベーション

新入部員必見！
楽器・機材の選び方＆必須アイテム.............................4
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
も
う
新
生

活
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
。
軽
音

楽
部
へ
入
部
し
て
担
当
パ
ー
ト

が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
パ
ー
ト

に
必
要
な
楽
器
や
機
材
を
用
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中

学
生
の
頃
か
ら
楽
器
を
や
っ
て

い
て
、
も
う
既
に
必
要
な
も
の

は
揃
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

と
い
っ
た
状
態
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
楽
器
を
購
入
す
る

際
に
は
、
注
意
し
て
お
く
べ
き

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

部
活
動
で
軽
音
楽
を
す
る
場
合

の
楽
器
と
機
材
に
つ
い
て
ま
と

め
て
み
ま
し
た
！

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
周

辺
ア
イ
テ
ム
も
楽
器
パ
ー
ト
別

に
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
楽
器

購
入
の
時
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

新入部員必見！新入部員必見！

楽器・機材の選び方楽器・機材の選び方
＆ 必須アイテム＆ 必須アイテム

の
だ
と
弦
が
押
さ
え
に
く
か
っ
た
り
、
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
が
合
い
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
控
え
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
コ
ギ

は
、
ボ
デ
ィ
ー
自
体
で
弦
の
響
き
を
共
鳴
さ
せ
て
音

を
出
す
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー

よ
り
も
ボ
デ
ィ
ー
が
大
き
く
厚
み
が
あ
り
ま
す
。
ボ

デ
ィ
ー
は
各
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
大
き

さ
や
シ
ェ
イ
プ
に
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
サ
ウ
ン
ド

を
決
め
る
大
事
な
要
素
で
す
が
、
抱
え
た
時
の
弾
き

や
す
さ
が
ア
コ
ギ
選
び
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

で
し
ょ
う
。

マ
イ
ク
内
蔵

　

ア
コ
ギ
の
音
は
、
大
音
量
の
バ
ン
ド
・
サ
ウ
ン
ド

の
中
で
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
軽
音
楽
部

で
ア
コ
ギ
を
使
い
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
・
マ
イ
ク
を
搭
載
し
た
「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
（
通
称
エ
レ
ア
コ
）」
を
選
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。
普
段
は
普
通
の
ア
コ
ギ
と
し
て

も
使
用
で
き
、
バ
ン
ド
の
中
で
演
奏
す
る
時
は
エ
レ

キ
・
ギ
タ
ー
の
よ
う
に
ア
ン
プ
や
ミ
キ
サ
ー
に
つ
な

い
で
、
音
を
増
幅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ボ
ー
カ
ル
用
の
マ
イ
ク
は
、
使
用
す
る
ス
タ
ン
ド

と
共
に
部
の
備
品
と
し
て
揃
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
衛
生
面
の
注
意
喚
起
が
叫
ば
れ
る
今
、
自

分
専
用
の
「
マ
イ
・
マ
イ
ク
」
の
持
参
を
推
奨
す
る

学
校
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ク
自
体
の
種
類
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
マ
イ
ク
」
と
「
コ
ン
デ
ン
サ
ー
・
マ

イ
ク
」
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
ボ
ー
カ
ル
用
に
作
ら
れ

た
機
種
が
あ
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
好
み
に
な
り
ま

す
が
、
普
段
の
練
習
や
ラ
イ
ブ
で
使
用
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
マ
イ
ク
を
選
択
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
ボ
ー
カ

ル
・
マ
イ
ク
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｓ
Ｈ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
社
の
「
Ｓ
Ｍ
５
８
」
と
い
う
機
種
で
す
。
マ
イ

ク
は
機
種
に
よ
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
ク
タ
ー
が
違
う
の
で
、

購
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
歌
い
や
す
さ
の
た

め
に
も
、
音
響
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
軽
減
の
た
め
に
も
、

Ｓ
Ｍ
５
８
が
お
勧
め
で
す
。

　

マ
イ
ク
に
は
、
ス
イ
ッ
チ
が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ

と
付
い
て
い
な
い
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
便
利
な
の

は
手
元
で
オ
ン
／
オ
フ
が
で
き
る
ス
イ
ッ
チ
付
き
で

す
が
、
い
ざ
歌
お
う
と
し
た
時
に
マ
イ
ク
が
オ
ン
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
歌
っ
て
い
る
最
中
に
誤
っ

て
オ
フ
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
歌
っ
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
を
作
っ
た
り
す
る
時
に
、
何
か
し
ら
の
楽
器
を
使

ボ
ー
カ
ル
・
マ
イ
ク

楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
歌
い
た
い
人
や
、
後
々
作
曲
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
人
は
別
で
す
が
、
部
活
動

で
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
す
る
場
合
、
マ
イ
ク
な
ど
の
必
要
な
機
材
は
部
の
備
品
と
し
て
備
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
基
本
的
に
自
分
で
購
入
し
た
り
用
意
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

近
年
で
は
衛
生
面
も
考
慮
し
て
「
自
分
専
用
の
マ
イ
ク
」
を
持
参
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
ボ
ー
カ
リ
ス
ト

の
相
棒
と
し
て
定
番
な
の
は
、
や
は
り
ギ
タ
ー
で
す
。

バ
ン
ド
の
ギ
タ
ー
と
言
え
ば
、
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
電

気
を
使
わ
ず
に
音
を
出
し
て
演
奏
で
き
る
「
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
（
以
下
、
ア
コ
ギ
）」
も
よ
く

使
わ
れ
ま
す
。
ア
コ
ギ
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
バ
ン
ド
で
使
用
す
る
の
は
主
に
フ
ォ
ー
ク
・

ギ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
す
。

ボ
デ
ィ
ー

　

ア
コ
ギ
の
選
び
方
は
、
好
き
な
色
や
形
を
優
先
し

て
も
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
廉
価
な
も

　
☆
楽
器
・
機
材
の
選
び
方

ボ
ー
カ
リ
ス
ト

ボ
ー
カ
リ
ス
ト

▲ SHURE SM58。マイ・マイクを
選ぶならほぼこれ一択

▲同じアコギと言っても、ボディーの形や大きさなどは様々。右端はナイロン弦のクラシック・ギター

▲ピエゾ素子が組み込まれた、最もスタンダードなアコ
ギ用ピックアップ。様々な形や取り付け方がある

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
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ギ
タ
ー
を
ア
ン
プ
に
つ
な
ぐ
前
に
、
音
を
加
工
（
エ

フ
ェ
ク
ト
）
さ
せ
る
機
材
を
「
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
」
と

言
い
ま
す
。
音
を
歪
ま
せ
た
り
広
が
り
を
出
し
た
り
、

自
分
の
好
み
の
音
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
複
数
の
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
が
１
台
の
中

に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
・
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
が
一

般
的
で
す
。
１
曲
の
中
で
ク
リ
ー
ン
・
ト
ー
ン
か
ら

歪
み
サ
ウ
ン
ド
ま
で
様
々
な
音
色
を
使
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
音
の
音
量
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ギ
タ
リ

ス
ト
に
と
っ
て
、
必
須
の
ア
イ
テ
ム
と
言
え
ま
す
。

　

マ
ル
チ
・
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
に
は
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
や

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
機
能
の
他
に
、
い
く
つ
も
の
ギ
タ
ー
・

ア
ン
プ
の
音
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
「
ア

ン
プ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
プ
が
な
い
場
所
で
も
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
使
え
ば

い
つ
も
の
サ
ウ
ン
ド
で
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
っ

た
サ
ウ
ン
ド
は
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
の
練
習
や
ラ
イ
ブ
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ

た
ど
ん
な
場
面
で
も
、
ギ
タ
ー
・
ア
ン
プ
の
種
類
を

問
わ
ず
、
同
じ
サ
ウ
ン
ド
が
再
現
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
は
、
電
気
を
使
っ
て

音
を
出
す
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
を
使
い
ま
す
。
大
雑
把
に

言
え
ば
、
ギ
タ
ー
選
び
は
好
み
の
形
や
色
を
優
先
し

て
も
大
丈
夫
で
す
。
例
え
ば
、「
憧
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
使
っ
て
い
る
」「
色
が
可
愛
く
て
好
き
」「
先
輩

が
使
っ
て
い
て
か
っ
こ
良
か
っ
た
」
…
な
ど
、
弾
い
て

い
て
楽
し
く
な
る
よ
う
な
ギ
タ
ー
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
に
は
材
質
や
大
き
さ
な
ど
に
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
や
り
た
い
音
楽
ジ
ャ

ン
ル
の
サ
ウ
ン
ド
を
考
え
て
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

中
で
も
、
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
の
基
本
的
な
サ
ウ
ン
ド

を
左
右
す
る
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
マ
イ
ク
（
以
下
、ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
）」
を
考
え
て
選
ぶ
こ
と
は
大
事
で
す
。
エ

レ
キ
・
ギ
タ
ー
本
体
の
中
央
部
に
搭
載
さ
れ
て
い
て
、

弾
い
た
弦
の
音
を
拾
う
マ
イ
ク
の
こ
と
で
す
。

　

大
き
く
分
け
る
と
、
歯
切
れ
が
良
く
き
ら
び
や
か

な
サ
ウ
ン
ド
が
特
徴
で
、
特
に
高
音
域
の
繊
細
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
表
現
に
優
れ
て
い
る
「
シ
ン
グ
ル
・
コ
イ
ル
」

と
、
パ
ワ
フ
ル
で
甘
い
サ
ウ
ン
ド
が
特
徴
で
、
低
音

の
効
い
た
太
い
歪
み
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
ハ

ム
バ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
特
に

こ
だ
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
シ
ン
グ
ル
・
コ
イ
ル
・
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
搭
載
の
ギ
タ
ー
を
選
ん
で
お
い
た
方
が
、

幅
広
く
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
を
演
奏
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ク

　

ネ
ッ
ク
は
ギ
タ
ー
の
弾
き
や
す
さ
を
左
右
し
ま
す
。

形
状
や
指
板
の
材
質
、
フ
レ
ッ
ト
の
種
類
な
ど
も
演

奏
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
が
、
ま
ず
確
認
し
た
い
の

は
、
ナ
ッ
ト
か
ら
ブ
リ
ッ
ジ
ま
で
の
距
離
を
差
す
「
ス

ケ
ー
ル
」
で
す
。
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
採
用

さ
れ
て
い
る
サ
イ
ズ
は
異
な
り
ま
す
が
、
長
い
ほ
ど

フ
レ
ッ
ト
の
間
隔
が
広
く
な
リ
、
弦
の
テ
ン
シ
ョ
ン

（
張
力
）
が
き
つ
く
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
長
さ
を
ロ

ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
と
呼
び
ま
す
が
、
手
が
小
さ
い
人

や
握
力
が
弱
い
人
は
、
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ス
ケ
ー
ル
や

シ
ョ
ー
ト
・
ス
ケ
ー
ル
の
ギ
タ
ー
も
検
討
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
（
以
下
、
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
）
の
音
を
出
す
に
は
、
ギ
タ
ー
本
体
と
音
を

増
幅
す
る
「
ギ
タ
ー
・
ア
ン
プ
」
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
「
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
」
を
使
用
す
る

場
合
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ギ
タ
ー
・
ア
ン
プ
は
学
校
の
備
品
と
し
て
部
に
揃
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
が
必
要
で
す
。
様
々
な
演
奏
や
音
色
が
求
め
ら
れ
る
ギ
タ
リ
ス
ト
に
は
、
ま
ず

自
分
の
出
し
た
い
音
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ブ
リ
ッ
ジ

　

ネ
ッ
ク
と
反
対
側
で
弦
を
固
定
し
て
い
る
ブ
リ
ッ

ジ
も
、
ギ
タ
ー
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
の1

つ
で
す
。
一

般
的
な
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
で
あ
れ
ば
あ
ま
り
気
に
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
が
前

提
に
な
っ
て
い
る
「
フ
ロ
イ
ド
・
ロ
ー
ズ
」
タ
イ
プ
な

ど
は
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
や
弦
交
換
が
少
し
難
し
い
の

で
、
特
に
激
し
い
ア
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

な
け
れ
ば
避
け
た
方
が
無
難
で
し
ょ
う
。
機
種
に
よ
っ

て
は
、
フ
ロ
イ
ド
・
ロ
ー
ズ
・
タ
イ
プ
ほ
ど
特
殊
で
は

な
く
て
も
、
ア
ー
ミ
ン
グ
が
で
き
る
ブ
リ
ッ
ジ
の
エ
レ

キ
・
ギ
タ
ー
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
は
、
パ
ー
ツ
を
自
由
に
取
り
換

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
古
品
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
特
に
理
由
が
な
け

れ
ば
純
正
部
品
の
新
品
を
購
入
す
る
方
が
安
全
で
す
。

　
☆
楽
器
・
機
材
の
選
び
方

ギ
タ
リ
ス
ト

ギ
タ
リ
ス
ト

▲シングル・コイル。歯切れ良くクリア
なサウンドが特徴

▲通常のアーム・ブリッジ。通称トレモロ・
アーム

エ
フ
ェ
ク
タ
ー

▲安価でコンパクトな製品も多くなっている

勝
手
は
良
い
の
で
す
が
、
電
池
を
使
用
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
電
池
切
れ
に
注
意
が
必
要
な
こ
と
、
本
体

自
体
が
重
い
こ
と
、
慣
れ
る
ま
で
は
音
作
り
が
難
し
い

こ
と
が
難
点
で
す
。
特
に
、
初
め
て
購
入
す
る
ベ
ー
ス

で
あ
れ
ば
、
パ
ッ
シ
ブ
・
タ
イ
プ
が
お
勧
め
で
す
。

　

ベ
ー
ス
は
、
ギ
タ
ー
に
比
べ
て
音
色
を
加
工
す
る

こ
と
が
少
な
い
楽
器
で
す
が
、
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ

て
は
エ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
な
サ
ウ
ン
ド
が
求
め
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ソ
ロ
を
と
っ
た
り
弾
き
ム

ラ
を
軽
減
す
る
と
い
っ
た
理
由
で
「
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
」

を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
で
は
ベ
ー
ス
用
の
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
も
た
く
さ
ん
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
プ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ル
ー
パ
ー
な
ど
の
多

彩
な
機
能
を
持
つ
マ
ル
チ
・
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
が
人
気
で

す
。
最
も
有
効
な
の
は
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
・
ア
ウ
ト
が

付
い
て
い
る
こ
と
で
、
大
き
な
音
を
出
さ
ず
に
自
宅

で
も
ど
こ
で
も
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
音
を
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た

音
色
は
、
本
体
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

バ
ン
ド
練
習
の
時
と
ラ
イ
ブ
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
、

ベ
ー
ス
・
ア
ン
プ
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、
い
つ
も
の
サ

ウ
ン
ド
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
は
、
電
気
を
使
っ

て
音
を
出
す
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ー
ス
を
使
用
し

ま
す
。
し
か
し
、
楽
器
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
プ
レ
イ
・

ス
タ
イ
ル
や
音
色
作
り
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
見
た
目
で
選
ん
で
し
ま
っ
て
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
し
か
馴
染
み

に
く
い
ベ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

当
然
な
が
ら
、
ベ
ー
ス
を
選
ぶ
際
に
最
も
重
要
な

点
が
音
色
で
す
。
音
色
は
使
用
し
て
い
る
木
材
や
パ
ー

ツ
な
ど
で
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
中
で
も
重
要
な

の
が
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
で
す
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
は
、

ボ
デ
ィ
ー
の
中
心
部
に
付
い
て
い
る
、
弾
い
た
弦
の

振
動
を
拾
っ
て
電
気
信
号
に
変
え
る
パ
ー
ツ
で
す
。

正
式
に
は
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
マ
イ
ク
」
と
言
い
ま
す
。

　

最
も
基
本
的
な
「
シ
ン
グ
ル
・
コ
イ
ル
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
」
は
、
ク
セ
が
な
く
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
対
応
で

き
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
音
色
で
す
。
洋
楽
邦
楽
問
わ

ず
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
…
い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
使

う
音
楽
に
お
勧
め
で
す
。
特
に
こ
だ
わ
り
が
な
け
れ

ば
、
シ
ン
グ
ル
・
コ
イ
ル
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
機
種
を
選
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
１
つ
、
代
表
的
な
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
「
ス

プ
リ
ッ
ト
・
コ
イ
ル
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。

太
く
て
力
強
く
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
次

第
で
は
、
丸
み
の
あ
る
音
色
か
ら
歪
ん
だ
音
色
ま
で

様
々
な
サ
ウ
ン
ド
表
現
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
基
本

的
に
音
色
の
幅
は
広
く
な
く
、
相
性
の
良
い
ジ
ャ
ン

ル
は
ロ
ッ
ク
、
メ
タ
ル
、
ソ
ウ
ル
、
フ
ァ
ン
ク
な
ど

ス
ト
レ
ー
ト
で
力
強
い
音
楽
で
す
。

　

そ
の
２
種
類
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
１
つ
に
ま
と
め
た

よ
う
な
構
造
な
の
が
、「
ハ
ム
バ
ッ
カ
ー
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
」
で
す
。
パ
ワ
ー
の
あ
る
力
強
い
音
色
が
特
徴
で
、

ロ
ッ
ク
、
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
、
フ
ァ
ン
ク
な
ど
、
ベ
ー
ス

が
中
心
に
い
る
ジ
ャ
ン
ル
で
特
に
相
性
抜
群
で
す
。

　

他
に
も
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
は
様
々
な
種
類
あ
る

の
で
す
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
３
つ
の
タ
イ
プ
の
組

み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
一
般
的
で
す
。

ネ
ッ
ク

　

ベ
ー
ス
を
演
奏
す
る
時
の
弾
き
や
す
さ
に
関
わ
っ

て
く
る
の
が
ネ
ッ
ク
で
す
。
ネ
ッ
ク
は
、
形
状
、
指

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ー
ス

ベ
ー
ス
選
び
は
、
あ
る
意
味
ギ
タ
ー
以
上
に
慎
重
に
な
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
選
択
肢

は
、
色
や
形
と
い
っ
た
好
み
に
よ
る
部
分
の
他
に
、「
プ
リ
ア
ン
プ
搭
載
の
有
無
」「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・

マ
イ
ク
の
種
類
」「
ネ
ッ
ク
の
長
さ
や
形
状
」「
弦
の
本
数
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
サ
ウ
ン
ド

だ
け
で
は
な
く
、
弾
き
や
す
さ
に
も
関
わ
る
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

板
の
材
質
、
フ
レ
ッ
ト
の
種
類
な
ど
が
機
種
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
が
、
ベ
ー
ス
を
選
ぶ
際
に
気
に
し
て
お

く
べ
き
な
の
が
、
ナ
ッ
ト
か
ら
ブ
リ
ッ
ジ
ま
で
の
距

離
を
表
す
「
ス
ケ
ー
ル
」
で
す
。
こ
だ
わ
り
が
な
け

れ
ば
、
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ロ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル

が
お
勧
め
で
す
が
、
女
性
や
体
の
小
さ
い
人
に
は
少

し
短
い
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ス
ケ
ー
ル
も
人
気
で
す
。

プ
リ
ア
ン
プ
の
有
無

　

一
般
的
な
ベ
ー
ス
は
、「
パ
ッ
シ
ブ
・
タ
イ
プ
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
「
プ
リ
ア
ン
プ
」
と
い

う
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
内
蔵
し
た
ベ
ー
ス
の
こ
と
を
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
タ
イ
プ
」
と
呼
び
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

タ
イ
プ
は
、
ベ
ー
ス
本
体
に
ト
ー
ン
な
ど
を
細
か
く
調

整
で
き
る
ツ
マ
ミ
が
付
い
て
い
る
の
で
、
と
て
も
使
い

　
☆
楽
器
・
機
材
の
選
び
方

ベ
ー
シ
ス
ト

ベ
ー
シ
ス
ト

▲一般的なシングル・コイル（左）とスプリット・コイル。形だけではなく搭載位置も違う

エ
フ
ェ
ク
タ
ー

▲コンパクトで安価ながら多彩な
音色作りが可能な機種も
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ギターやベースは、音を出すため、演奏するための周辺機器も必要です。
本体を購入する時に一緒に揃えておきましょう。また、弦交換や普段の
ちょっとした手入れに使う道具なども持っていると便利です。ギター＆ベース編ギター＆ベース編

▲単に「シールド」と略して呼
ばれることもある

▲ジャックが L 字になっている
タイプ

▲エフェクター接続用の短い
シールド「パッチ・ケーブル」

◀︎各メーカーから様々なピック
が発売されている

◀︎クリップ型

▲ストンプ型

シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー

チ
ュ
ー
ナ
ー

ピ
ッ
ク

ピ
ッ
ク

　

ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
本
体
と
ア
ン
プ
や
エ

フ
ェ
ク
タ
ー
を
つ
な
ぐ
た
め
の
ケ
ー
ブ
ル

を
「
シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
」
と
言
い
ま
す
。

特
に
高
価
な
も
の
を
用
意
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
廉
価
な
も
の
は
控

え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

購
入
時
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
長
さ
で

す
。
少
な
く
と
も
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
エ
フ
ェ
ク

タ
ー
の
使
用
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
断
線

し
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
の
予
備
も
含
め
、

最
低
で
も
２
本
は
常
に
持
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

楽
器
は
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
命
で

す
。
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
な
ど
の
「
棹

モ
ノ
楽
器
」
は
、
ネ
ッ
ク
が
フ
レ
ッ

ト
で
区
切
ら
れ
て
い
て
、
張
ら
れ
た

弦
を
指
で
押
さ
え
る
こ
と
で
音
程
を

変
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
元
々
の
調
弦
（
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
）
が
狂
っ
て
い
る
と
正
し
い
音

程
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
、
耳
で
音
程
の
狂
い

を
聴
き
分
け
て
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
は
じ
め
の
う
ち
は
「
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
・
メ
ー
タ
ー
（
チ
ュ
ー
ナ
ー
）」

を
使
っ
て
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
バ
ン
ド
練
習
や
ラ
イ
ブ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
音
が
鳴
っ
て
い
た
り
、

な
る
べ
く
早
く
正
確
に
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
し
た
い
時
に
も
重
宝
し
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
に
は
、
い
く
つ
か
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
手
軽

さ
も
含
め
ギ
タ
ー
・
ヘ
ッ
ド
に
付
け

る
ク
リ
ッ
プ
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
人
気

で
す
。
廉
価
な
も
の
は
精
度
が
不
安

定
な
も
の
も
あ
る
の
で
、
他
の
楽

器
と
合
奏
す
る
時
に
困
ら
な
い
よ
う

に
、
あ
る
程
度
の
品
質
を
保
っ
た
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
他
に
、
シ
ー

ル
ド
を
つ
な
ぐ
「
カ
ー
ド
型
」
や
、

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
足
で
オ
ン

／
オ
フ
が
で
き
る
「
ス
ト
ン
プ
型
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
の
無
料
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す

が
、
正
確
性
に
欠
け
る
た
め
あ
ま
り

お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
で
持
っ
て
、
弦
を
弾
（
は
じ
）
く
道

具
が
「
ピ
ッ
ク
」
で
す
。
中
に
は
ピ
ッ
ク

を
使
わ
な
い
ギ
タ
リ
ス
ト
や
ベ
ー
シ
ス
ト

も
い
ま
す
が
、
特
に
ギ
タ
リ
ス
ト
は
ギ

タ
ー
本
体
、
シ
ー
ル
ド・ケ
ー
ブ
ル
、
ピ
ッ

ク
を
三
種
の
神
器
と
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
現
在
で
は
様
々
な
種
類
が
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
き
さ
、
硬
さ
、
形
状
、

材
質
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

形
は
、
三
角
形
や
涙
形
（
テ
ィ
ア
ド

ロ
ッ
プ
）
が
一
般
的
で
す
が
、
演
奏
に
直

接
関
わ
る
大
事
な
ア
イ
テ
ム
な
の
で
、持
っ

た
感
じ
と
弾
き
心
地
を
重
視
し
て
選
び
ま

し
ょ
う
。
ピ
ッ
ク
は
使
っ
て
い
く
う
ち
に

削
れ
て
い
く
消
耗
品
な
の
で
、
気
に
な
る

ピ
ッ
ク
を
１
枚
ず
つ
購
入
し
て
弾
き
比
べ

て
み
る
の
も
有
効
で
す
が
、
先
輩
や
他
の

部
員
の
ピ
ッ
ク
を
握
ら
せ
て
も
ら
う
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
し
っ
く
り
く
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
・

モ
デ
ル
や
人
気
商
品
、
お
気
に
入
り
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
試
し
て
み
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、

ピ
ッ
ク
は
失

く
し
が
ち
な

の
で
、
複

数
枚
を
ピ
ッ

ク
・
ケ
ー

ス
に
入
れ
て

持
っ
て
い
ま

し
ょ
う
。

▲カード型

　

バ
ン
ド
で
は
ギ
タ
ー
や
ベ
ー

ス
を
立
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
肩
に
楽
器
を
掛
け

る
「
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
が
必
需
品

で
す
。
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
や
材

質
の
も
の
が
あ
る
の
で
好
み
で

選
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
長

い
時
間
楽
器
を
抱
え
て
い
て
も

肩
へ
の
負
担
が
軽
く
、ス
ト
ラ
ッ

プ
・
ピ
ン
か
ら
外
れ
に
く
い
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

ベ
ー
ス
は
一
般
的
に
ギ
タ
ー
よ

り
も
重
く
ネ
ッ
ク
も
長
い
の
で
、

肩
の
ホ
ル
ダ
ー
が
し
っ
か

り
と
し
て
い
る
タ
イ
プ
が

お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
、
ギ
タ
ー
や
ベ
ー

ス
を
持
ち
運
ぶ
た
め
に

は
、
専
用
の
ケ
ー
ス
が
必

要
で
す
。
シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー

ブ
ル
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど

の
周
辺
ア
イ
テ
ム
を
入
れ

て
お
く
ポ
ケ
ッ
ト
も
あ
る
の
で

便
利
で
す
。
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス

を
購
入
し
た
時
に
付
属
し
て
く

る
も
の
や
、
安
価
な
も
の
は
す

ぐ
に
破
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
楽
器
を
守
る
た
め
に

も
少
し
良
い
も
の
を
購
入
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
近
年
で
は
、

バ
ッ
グ
の
よ
う
に
背
負
っ
て
し

ま
え
る
リ
ュ
ッ
ク
・
タ
イ
プ
が

人
気
で
す
。
登
下
校
時
の
こ
と

を
考
え
て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

弦
は
、
演
奏
中
に
突
然
切
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
予
備
の

弦
を
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
持
ち
歩
き
ま

し
ょ
う
。
弦
の
種
類
は
様
々
で
、
ど

れ
を
使
う
か
は
好
み
で
す
が
、
弾
き

や
す
さ
や
サ
ウ
ン
ド
を
重
視
し
た
り
、

ネ
ッ
ク
の
長
さ
（
ス
ケ
ー
ル
）
を
考

慮
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。
先
輩
に
相

談
し
た
り
、
触
ら
せ
て
も
ら
う
と
感

覚
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
と
試
し
て
み
る
こ
と
が
好
み
の
弦

に
出
会
え
る
近
道
で
す
。

素
材　

弦
に
は
様
々
な
素
材
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
素
材
は
ニ
ッ
ケ
ル
製
で
す
。
他
に
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
や
弦
を
薄
い
皮
膜
で

覆
っ
た
コ
ー
テ
ッ
ド
弦
も
人
気
で
す
。

太
さ
（
ゲ
ー
ジ
）　

弦
は
、
太
さ
の
組

み
合
わ
せ
で
セ
ッ
ト
で
も
売
ら
れ
て

い
ま
す
。
ギ
タ
ー
は
「
ス
ー
パ
ー
・

ラ
イ
ト
ゲ
ー
ジ
（
０
９
～
４
２
）」
か

「
ラ
イ
ト
ゲ
ー
ジ
（
１
０
～
４
６
）」、

ベ
ー
ス
は
４
５
～
１
０
５
と
い
う
表

示
の
も
の
が
一
般
的
で
す
。
特
に
こ

だ
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
は
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
タ
イ
プ
か
ら
試
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

弦
交
換
ア
イ
テ
ム　

弦
は
消
耗
品
な

の
で
、
弾
い
て
い
る
う
ち
に
良
い
音

が
し
な
く
な
り
ま
す
。常
に
ニ
ッ
パ
ー

や
ス
ト
リ
ン
グ
・
ワ
イ
ン
ダ
ー
な
ど

の
弦
交
換
ア
イ
テ
ム
を
持
っ
て
い
ま

し
ょ
う
。
少
し
サ
ビ
た
方
が
サ
ウ
ン

ド
に
ギ
ラ
つ
き
が
取
れ
て
好
み
だ
、

と
い
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
い
ま
す
が
、

初
心
者
に
は
あ
ま
り
お
勧
め
し
ま
せ

ん
。
切
れ
て
し
ま
う
前
で
あ
っ
て
も
、

定
期
的
に
弦
を
交
換
し
た
方
が
楽
器

に
も
優
し
く
、
弾
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

▲校名が入ったケースを部員みんなで揃えれば、
部活動としての連帯感も増す

▲なるべく肩への負担が少ないものを
選ぼう

▲弦の種類は太さや材質の違いなど様々

▲ニッパー。弦を切る時に必要

▲ストリング・ワインダー。弦
交換の時にペグを早く回す道具。
通称「アルトベンリ」

▲マイクロファイバー・クロス ▲弦に塗るタイプの潤滑油

ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ケ
ー
ス

ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ケ
ー
ス

ク
ロ
ス
＆
潤
滑
剤

ク
ロ
ス
＆
潤
滑
剤

換
え
弦
＆
弦
交
換
ア
イ
テ
ム

換
え
弦
＆
弦
交
換
ア
イ
テ
ム

　

ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
の
弦
は
、
汗
や
手
の
脂

が
つ
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
錆
び
や
す
く

消
耗
が
早
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
演
奏
が

終
わ
っ
た
ら
、
ケ
ー
ス
に
し
ま
う
前
に
必
ず

ク
ロ
ス
な
ど
で
弦
を
拭
き
ま
し
ょ
う
。
ク
ロ

ス
は
、
弦
交
換
を
す
る
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た

掃
除
や
、
ボ
デ
ィ
ー
を
き
れ
い
に
磨
き
上
げ

る
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。
用
途
別
で
数
枚
を

使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
弦
の
滑
り
を
良
く
し
て
寿
命
を
長

持
ち
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
潤
滑
油

も
、
ギ
タ
リ
ス
ト
や
ベ
ー
シ
ス
ト
に
は
欠
か

せ
な
い
ア
イ
テ
ム
で
す
。
ス
プ
レ
ー
・
タ
イ

プ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
指
板
に
も
吹
き

か
け
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
弦
に
直
接
塗
る
タ
イ
プ
が
お
勧

め
で
す
。
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の
う
ち
は
避
け
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。

形
状　

ス
テ
ィ
ッ
ク
は
、
長

さ
や
太
さ
、
グ
リ
ッ
プ
部
分

や
シ
ョ
ル
ダ
ー
部
分
の
形
状

な
ど
も
様
々
で
す
。
ど
れ
を

選
ぶ
か
は
好
み
で
も
あ
り
ま

す
が
、
標
準
と
さ
れ
て
い
る

の
は
「
５
Ａ
」
と
い
う
型
番

で
す
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

微
妙
に
サ
イ
ズ
が
違
う
の
で

ま
っ
て
お
け
ま
す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、

部
活
動
の
持
ち
物
は
こ
れ
だ
け
で
終
わ
り
で
す
。

　

色
や
デ
ザ
イ
ン
も
含
め
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス

選
び
は
好
み
で
す
が
、
そ
の
素
材
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ナ
イ
ロ
ン
や
キ
ャ
ン
バ
ス
素
材
が
一
般
的
で
、
安
価

な
が
ら
耐
久
性
も
あ
り
、
軽
量
な
の
で
お
勧
め
で
す
。

他
に
考
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
収
納

数
（
大
き
さ
）、
肩
に
掛
け
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
有
無
、

ポ
ケ
ッ
ト
の
多
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
・
キ
ー
は
、
各
ド
ラ
ム
の
ボ
ル
ト

を
調
節
し
て
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
ペ
ダ
ル
の

ピ
ー
タ
ー
の
取
り
付
け
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
タ

ム
・
ホ
ル
ダ
ー
や
ス
タ
ン
ド
類
の
調
節
な
ど
、
ド
ラ

ム
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
で
す
。

　

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
経
験
と
慣
れ
が
必
要
な
の
で
す

ぐ
に
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
ド
ラ
ム
を
叩
く
時

に
は
す
べ
て
の
ボ
ル
ト
が
緩
ん
で
い
な
い
か
を
確
認

し
て
、
も
し
緩
ん
で
い
た
ら
軽
く
締
め
て
お
く
…
ぐ

ら
い
か
ら
始
め
て
い
き
し
ょ
う
。

　

基
本
的
に
は
市
販
さ
れ
て
い
る
ど
の
タ
イ
プ
で
も

大
丈
夫
で
す
が
、
一
部
の
メ
ー
カ
ー
は
ボ
ル
ト
が
独

自
の
形
状
を
し
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
学
校
の
ド
ラ

ム
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
も
の
を
揃
え
ま
し
ょ
う
。

　
　

ド
ラ
ム
の
演
奏
に
必
要
な
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
に
は
、

重
さ
や
長
さ
、
太
さ
、
材
質
、
先
端
部
分
の
形
状
な

ど
に
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
好
き
な
ド
ラ
マ
ー

の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
・
モ
デ
ル
か
ら
始
め
て
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
先
輩
や
部
員
同
士
で
交
換
し
て
み
た
り
、

い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
て
自
分
に
合
う
も
の
を
見
つ

け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
消

耗
品
な
の
で
、
演
奏
し
て
い
る
う
ち
に
削
れ
て
い
き
、

折
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。1

セ
ッ
ト
だ
け

で
は
な
く
、
必
ず
予
備
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

材
質　

ス
テ
ィ
ッ
ク
は
木
材
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

種
類
と
し
て
は
、
主
に
ヒ
ッ
コ
リ
ー
（
ク
ル
ミ
科
の

樹
木
の
一
種
）、メ
イ
プ
ル
（
カ
エ
デ
）、オ
ー
ク
（
カ
シ
）

が
一
般
的
で
す
。
中
で
も
、
ヒ
ッ
コ
リ
ー
は
硬
さ
と

重
さ
が
適
度
で
強
い
弾
力
性
が
あ
り
、
多
く
の
ド
ラ

マ
ー
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
他
の
木
材
や
、
近
年
で

は
カ
ー
ボ
ン
、
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
製
な
ど
も
あ
り
、

使
用
す
る
ド
ラ
マ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
は
じ
め

ス
テ
ィ
ッ
ク

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ド
ラ
ム
・
セ
ッ
ト
は
部
の
備
品
と
し
て
学
校
に
揃
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
ド
ラ

ム
を
叩
く
た
め
の「
ス
テ
ィ
ッ
ク
」だ
け
用
意
す
れ
ば
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、ス
テ
ィ
ッ

ク
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
時
の
た
め
に
常
備
し
て
お
き
た
い
予
備
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
、
ド
ラ
ム
の
様
々
な

調
整
に
使
用
す
る
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
・
キ
ー
な
ど
を
入
れ
て
お
く
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
も
必
要
で
す
。

す
が
、
基
準
と
し
て
捉
え
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

チ
ッ
プ　

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
先
端
部
分「
チ
ッ
プ
」に
は
、

形
や
大
き
さ
に
い
ろ
い
ろ
違
い
が
あ
り
、
中
に
は
チ
ッ

プ
だ
け
ナ
イ
ロ
ン
製
の
タ
イ
プ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

チ
ッ
プ
は
楽
器
に
直
接
触
れ
る
部
分
な
の
で
、
サ
ウ

ン
ド
や
叩
き
心
地
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ス
テ
ィ
ッ

ク
選
び
の
意
外
と
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
般
的

な
の
は
、
叩
き
ム
ラ
が
少
な
く
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
対

応
で
き
る
テ
ィ
ア
ド
ロ
ッ
プ
（
涙
）
型
や
オ
ー
バ
ル

（
卵
）
型
で
す
。
は
じ
め
は
こ
の
２
種
類
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

予
備
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
、
ま
と
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
演
奏
す
る
時
は

ス
ト
ラ
ッ
プ
で
フ
ロ
ア
・
タ
ム
に
取
り
付
け
て
お
け

ば
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

以
外
に
も
、
必
要
に
な
れ
ば
マ
レ
ッ
ト
や
ブ
ラ
シ
な

ど
を
一
緒
に
収
納
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
、
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
・
キ
ー
や
筆
記
用
具
な
ど
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
し

　
☆
楽
器
・
機
材
の
選
び
方

ド
ラ
マ
ー

ド
ラ
マ
ー

▲材質 / ヒッコリー、グリップ径 /14.5mm、長さ /406mm、チップ / ティアドロップ

ティアドロップ型（左）、オーバル型（右）

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
・
キ
ー

▲スティック・ケースは必須

▲ドラマーの証。紛失しやすいので注意！

　

バ
ス
・
ド
ラ
ム
は
、
ペ
ダ
ル
を
使
用
し
て

足
で
演
奏
し
ま
す
。
ペ
ダ
ル
は
、
市
販
さ
れ

て
い
る
標
準
的
な
ド
ラ
ム
・
セ
ッ
ト
に
は
付

属
し
て
い
る
の
で
、
部
の
備
品
と
し
て
揃
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
細
か
い
設

定
が
で
き
る
た
め
、
共
用
の
ペ
ダ
ル
を
使
う

よ
り
も
「
マ
イ
・
ペ
ダ
ル
」
を
持
参
し
た
方

が
断
然
有
効
で
す
。

　

個
人
練
習
や
バ
ン
ド
練
習
な
ど
、
ど
ん
な

場
所
で
も
い
つ
も
と
同
じ
感
覚
で
ペ
ダ
ル
を

踏
め
る
の
で
、
よ
り
早
く
思
い
通
り
の
ペ
ダ

リ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

ラ
イ
ブ
本
番
で
ス
ト
レ
ス
な
く
演
奏
で
き
る

の
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
入
部
し
た
て

の
時
期
に
慌
て
て
購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
余
裕
が
で
き
て
き
た
ら
ぜ
ひ
考
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ペ
ダ
ル
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
価
格

も
相
応
で
す
。
フ
ッ
ト
・
ボ
ー
ド
や
ベ
ア
リ

ン
グ
部
分
を
細
か
く
調
整
で
き
る
機
種
も
あ

り
ま
す
が
、
シ
ン
プ
ル
な
作
り
の
も
の
で
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、安
定
性
の
た
め
、

ア
ン
ダ
ー
・
プ
レ
ー
ト
付
き
が
お
勧
め
で
す
。

カ
ム　
「
カ
ム
」
は
、
足
か
ら
の
力
を
ビ
ー

タ
ー
に
伝
え
る
ペ
ダ
ル
の
心
臓
部
で
す
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
呼
び
名
は
違
い
ま
す

が
、
大
き
く
「
真
円
」
タ
イ
プ
と
「
楕
円
」

タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。楕
円
タ
イ
プ
は
、

慣
れ
る
ま
で
は
少
し
違
和
感
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
、
ク
セ
の
な
い
真
円

タ
イ
プ
が
お
勧
め
で
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ド
か
ら
カ
ム
へ

動
力
を
伝
え
る
「
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
は
、
大
き

く
分
け
て
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ル
ト
」
タ
イ
プ

と
「
チ
ェ
ー
ン
・
ベ
ル
ト
」
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
、
よ
り
正
確
で
大
き
な
パ

ワ
ー
を
伝
え
や
す
い
２
本
の
チ
ェ
ー
ン
で
で

き
て
い
る
「
ダ
ブ
ル
・
チ
ェ
ー
ン
」
タ
イ
プ

が
主
流

で
す
。

バンドをコントロールして、アンサンブルをまとめられるドラマーになる
ためには、自分が出すサウンドにも責任を持たなくてはなりません。徐々
に持参する機材を増やしていきましょう。ドラム編ドラム編

▲ビーターは他のタイプを
個別で購入できる

▲今やツイン・ペダルも一般的。シングルとしても使える

▲スティール製、14 インチ× 5.5 インチ

ド
ラ
ム
・
ペ
ダ
ル

ド
ラ
ム
・
ペ
ダ
ル

ス
ネ
ア
・
ド
ラ
ム

ス
ネ
ア
・
ド
ラ
ム

　

ス
ネ
ア
・
ド
ラ
ム
は
、
ド
ラ
ム
・
セ
ッ
ト

の
中
で
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ト
ー
タ
ル
・
サ

ウ
ン
ド
に
影
響
す
る
中
心
的
な
楽
器
で
す
。

基
本
的
に
は
、
販
売
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
ム
・

セ
ッ
ト
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
自
分

で
用
意
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

サ
ウ
ン
ド
に
こ
だ
わ
り
が
出
て
き
た
ら
「
マ

イ
・
ス
ネ
ア
」
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
ム
の
音
色
は
、
も
と
も
と
持
っ
て
い

る
個
別
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、
後
か
ら
変
化

さ
せ
て
い
く
部
分
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ス
ネ

ア
・
ド
ラ
ム
の
音
色
は
、
ド
ラ
ム
・
ヘ
ッ
ド

の
種
類
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
、
ミ
ュ
ー
ト
方
法

な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
の
で
、
選
ぶ

際
に
は
も
と
も
と
の
個
性
を
主
に
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

シ
ェ
ル
の
素
材　

ド
ラ
ム
の
胴
体
部
分
の
こ

と
を
「
シ
ェ
ル
」
と
言
い
ま
す
。
シ
ェ
ル
は
、

木
材
を
使
っ
た
「
ウ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
」
タ
イ

プ
と
、金
属
で
作
ら
れ
た「
メ
タ
ル
・
シ
ェ
ル
」

タ
イ
プ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
お
勧
め

は
、
比
較
的
丈
夫
で
個
体
差
が
少
な
く
、
手

入
れ
が
楽
な
メ
タ
ル
・
シ
ェ
ル
で
す
。
様
々

な
素
材
が
あ
る
中
で
も
、
ス
テ
ィ
ー
ル
製
は

ク
セ
が
少
な
く
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
対
応

で
き
る
の
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
ウ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
で
あ
れ
ば
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
明
る
い
サ
ウ
ン
ド
の
メ
イ
プ

ル
材
が
メ
イ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
機
種
が
最

も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
す
。

大
き
さ　

ス
ネ
ア
・
ド
ラ
ム
の
大
き
さ
は
、

「
口
径
」
と
「
深
さ
」
で
考
え
ま
す
。
好
み

に
よ
り
ま
す
が
、
標
準
的
な
サ
イ
ズ
は
、
口

径
が
14
イ
ン
チ
、
深
さ
（
厚
み
）
は
5
イ
ン

チ
～

6.5
イ
ン
チ
が
一
般
的
で
す
。

そ
の
他　

他
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
た
い
部

分
は
、
例
え
ば
「
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
の

数
」
や
「
ラ
グ
の
構
造
」「
リ
ム
の
材
質
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
特
殊
な
タ
イ
プ

で
な
け
れ
ば
さ
ほ
ど
気
に
し
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。
ま
た
、
ス
ネ
ア
・
ド
ラ
ム
は
「
ス

ナ
ッ
ピ
ー
」
と
い
う
響
き
線
が
裏
面
に
装
着

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
ス
ナ
ッ
ピ
ー

を
固
定
・
調
整
す
る
「
ス
ト
レ
イ
ナ
ー
の
構

造
」
も
動
作
確
認
し
て
お
き
た
い
箇
所
で

す
。
ス
ナ
ッ
ピ
ー
自
体
は
、
ド
ラ
ム
・
ヘ
ッ

ド
と
同
じ
よ
う
に
取
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
る
消
耗
品
な
の
で
、
購
入
時
に
気
に
か

け
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
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キ
ー
ボ
ー
ド
を
持
ち
運
ぶ
た
め
に
は
、
専
用
の
ケ
ー

ス
が
必
要
で
す
。
購
入
時
に
付
属
し
て
く
る
場
合
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
丈
夫
で
は
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
登
下
校
な
ど
移
動
の
こ
と
を
考
え

て
、
丈
夫
な
ケ
ー
ス
の
購
入
が
お
勧
め
で
す
。

　

選
ぶ
基
準
は
色
や
デ
ザ
イ
ン
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

最
も
大
事
な
の
は
鍵
盤
数
に
よ
る
大
き
さ
で
す
。
自

分
の
楽
器
の
鍵
盤
数
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
に
は
、
衝
撃
吸
収
材
の
有
無
や
収
納
ポ
ケ
ッ

ト
の
容
量
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
な
る
べ
く
軽
く
て

丈
夫
な
タ
イ
プ
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
背
負
え
る
リ
ュ
ッ
ク
・
タ
イ
プ
や
キ
ャ

ス
タ
ー
付
き
の
転
が
せ
る
タ
イ
プ
が
人
気
で
す
。

ノ
や
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
も
含
め
様
々
な
音
色
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
、
鍵
盤
の
タ
ッ
チ
が
軽
い
キ
ー
ボ
ー

ド
の
こ
と
を
「
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

一
般
的
で
す
。

　

エ
レ
ピ
は
、
音
色
も
弾
き
心
地
も
生
ピ
ア
ノ
と
変

わ
ら
な
い
感
覚
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

楽
器
自
体
の
重
量
が
と
て
も
重
く
、
毎
日
学
校
に
持

参
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
購
入

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
方
が
お
勧

め
で
す
。
厳
密
に
言
う
と
、
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
ー
ズ
、

年
代
に
よ
っ
て
音
色
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
色
や

形
で
選
ん
だ
り
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
使
用
し

て
い
る
か
ら
、
と
い
っ
た
理
由
で
選
ん
で
も
大
丈
夫

で
す
。

鍵
盤
数 

鍵
盤
の
数
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
種
類
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
主
に
88
鍵
盤
、
73
鍵
盤
、
61

鍵
盤
が
一
般
的
で
す
が
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
な
ら
61

鍵
盤
あ
れ
ば
あ
る
程
度
の
ピ
ア
ノ
・
プ
レ
イ
に
も
対

応
で
き
、
２
つ
の
音
色
を
鍵
域
に
振
り
分
け
る
「
ス

プ
リ
ッ
ト
機
能
」
を
使
う
場
合
で
も
、
鍵
盤
数
を
気

に
せ
ず
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、

様
々
な
鍵
盤
数
の
機
種
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
は
88
鍵
盤
で
す
。

機
能 

現
在
で
は
、
あ
ま
り
低
価
格
す
ぎ
な
け
れ
ば
ほ

と
ん
ど
の
機
種
が
同
じ
よ
う
な
仕
様
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
背
面
の
入
出
力
端
子
は
気
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
特
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
で

す
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
音
色
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

に
保
存
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
と
つ
な
い
で
Ｄ
Ｔ
Ｍ
（
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
機
能
や
音
声
を
録
音
し
た
り
オ
ー
デ
ィ
オ
・
フ
ァ

イ
ル
を
イ
ン
ポ
ー
ト
／
再
生
で
き
る
機
能
が
あ
る
と

便
利
で
す
。

　

キ
ー
ボ
ー
ド
は
、
学
校
の
備
品
と
し
て
部
に
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
台
数
が
人
数
分
あ
る
こ
と
は
少
な
い

と
思
う
の
で
、
ギ
タ
リ
ス
ト
や
ベ
ー
シ
ス
ト
と
同
じ

よ
う
に
、
自
分
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
用
意
す
る
方
向
で

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
に
マ
イ
・
キ
ー
ボ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
個
人
練

習
が
た
く
さ
ん
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
音
色
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
事
前
に
で
き
る

の
で
、
バ
ン
ド
練
習
や
ラ
イ
ブ
の
た
び
に
音
色
を
選

ぶ
と
い
っ
た
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

タ
ッ
チ 

キ
ー
ボ
ー
ド
は
、
電
気
的
に
ピ
ア
ノ
の
音
を

再
現
す
る
「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
（
以
下
、

エ
レ
ピ
）」
と
、「
オ
ル
ガ
ン
系
」「
そ
の
他
」
に
大
き

く
分
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
エ
レ
ピ
で
も
ピ

ア
ノ
以
外
の
音
色
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
現

在
で
は
主
に
ピ
ア
ノ
と
し
て
演
奏
す
る
、
鍵
盤
の
タ
ッ

チ
が
重
い
キ
ー
ボ
ー
ド
の
こ
と
を
「
エ
レ
ピ
」、
ピ
ア

キ
ー
ボ
ー
ド

軽
音
楽
部
の
キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
、
持
参
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

に
揃
っ
て
い
る
備
品
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
で
は
練
習
や
音
作
り
が
自
宅
で
も

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
マ
イ
・
キ
ー
ボ
ー
ド
を
購
入
し
て
持
参
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
ソ
フ
ト
・
タ
ッ
チ
」
の
キ
ー
ボ
ー
ド
は
、
物
理
的
に
も
軽
く
持
ち
運
び
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
で
人
気
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
☆
楽
器
・
機
材
の
選
び
方

キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト

キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト▲ 61 鍵盤のシンセサイザー　キーボードは年々どんどん進化を続けている

キ
ャ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス

▲ストラップ付きのリュック・タイプ ▲キャスター・タイプ

　

キ
ー
ボ
ー
ド
を
演
奏
す
る
に
は
「
サ

ス
テ
イ
ン
・
ペ
ダ
ル
」
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
ピ
ア
ノ
を
弾
き
慣
れ
て
い
る
人
に

と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
だ
と

思
い
ま
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
鍵
盤

か
ら
手
を
離
し
て
も
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で

い
れ
ば
音
を
伸
ば
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
ダ
ン
パ
ー
・
ペ
ダ
ル
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
キ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
る
と
い
う
人
も
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
は
ピ

ア
ノ
演
奏
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う

の
で
、
購
入
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ス
テ
イ
ン
・
ペ
ダ
ル
は
、
キ
ー
ボ
ー

ド
本
体
と
メ
ー
カ
ー
が
異
な
る
場
合
、

極
性
が
合
わ
ず
に
使
え
な
い
こ
と
か
あ

り
ま
す
。
本
体
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
も

の
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
、
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
不
具
合
が

出
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
仕
様
を
よ
く

読
ん
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
、
音
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
ペ
ダ
ル
」
や
、
音

色
の
切
り
替
え
や
サ
ス
テ
イ
ン
・
ペ
ダ

ル
と
し
て
も
使
え
る
「
フ
ッ
ト
・
ス
イ
ッ

チ
」
も
便
利
で
す
。
足
に
負
担
が
か
か
っ

て
演
奏
し
づ
ら
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

慣
れ
れ
ば
逆
に
、
手
で
行
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
動
作
や
作
業
を
足
で
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
演
奏
が
楽
に
な
り

ま
す
。
使
用
す
る
に
は
本
体
内
で
の
設

定
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
・
ペ
ダ
ル
は
ロ
ー
・
イ
ン
ピ
ー

ダ
ン
ス
の
も
の
を
、
フ
ッ
ト
・
ス
イ
ッ

チ
は
念
の
た
め
本
体
と
同
じ
メ
ー
カ
ー

の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

キーボード本体が学校の備品としてあれば、キーボード・スタンドやアン
プをはじめとした付属の機材も揃っていると思います。しかし、自分で用
意した方が使いやすく、また安心なものもあります。キーボード編キーボード編

USBメモリー、SDカードUSBメモリー、SDカード

▲一般的な市販されているもので大丈夫

▲サステイン・ペダル（ダンパー・
ペダル）。キーボードの背面にケー
ブルを挿して使用する

シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル

各
種
ペ
ダ
ル

各
種
ペ
ダ
ル

　

キ
ー
ボ
ー
ド
の
中
に
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
機
種
も
あ
り
ま
す

が
、バ
ン
ド
練
習
や
ラ
イ
ブ
時
に
は
、シ
ー

ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
を
ア
ン
プ
や
ミ
キ
サ
ー

に
つ
な
い
で
音
を
出
す
こ
と
が
基
本
で

す
。
マ
イ
・
キ
ー
ボ
ー
ド
を
持
参
し
な
い

場
合
で
も
、
シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
は
自

分
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

シ
ー
ル
ド
・
ケ
ー
ブ
ル
は
、様
々
な
メ
ー

カ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に

高
価
な
も
の
を
用
意
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
あ
ま
り
廉
価
な
も
の
は

控
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
色
や
デ
ザ

イ
ン
は
好
み
で
す
が
、
注
意
し
て
欲
し
い

点
は
長
さ
で
す
。
普
段
の
練
習
場
の
環
境

に
も
よ
り
ま
す
が
、
最
低
で
も
７
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
を
用
意
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。
出
力
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
２
本
以

上
必
要
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
突
然
断
線
し

て
し
ま
っ
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
、
３
本
～
４
本
は

常
備
し
て
お
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に

挿
す
側
の
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
Ｌ
字
形
に
な
っ

て
い
る
タ
イ
プ
の
方
が
邪
魔
に
な
ら
な
い

の
で
お
勧
め
で
す
。

　

機
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
最

近
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
は
好
み
の

音
色
や
設
定
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
や
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
に
保
存
で

き
る
機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

共
用
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
う

場
合
は
特
に
、
自
分
が
使
う
時

に
い
つ
で
も
同
じ
設
定
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
校
外
で
演
奏
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、
使
用

す
る
キ
ー
ボ
ー
ド
と
必
ず
互
換

性
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
保
存
し
て
あ
る
設

定
を
読
み
込
め
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
や
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
は
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
用

と
考
え
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
マ
イ
・

キ
ー
ボ
ー
ド
の
購
入
を
視
野
に

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▲ジャックが L 字になって
いるタイプ

▲共用のものではなく、自分の
ものを使おう

▲フット・スイッチ。設定
すれば様々なスイッチとし
て使用できる
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歌
っ
た
り
楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
、
自
分
や
バ
ン
ド
の
演
奏

を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
第
三
者
の
立
場
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。
個
人
練
習
、
バ
ン
ド
で
の
練
習
、
ラ

イ
ブ
本
番
な
ど
、
音
を
出
す
時
は
必
ず
録
音
し
て
後
で
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
、
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
が
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
性
能
が
高
く
、
低
ノ
イ
ズ
で
多
重
録
音

が
可
能
な
も
の
、
Ｄ
Ａ
Ｗ
ソ
フ
ト
が
付
属
し
て
い
て
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
編
集
も
行
え
る
機
種
が
お
勧
め
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ボ
イ
ス
メ
モ
や
無
料
ア
プ
リ
で
も
録
音
で
き
ま
す
が
、

デ
ー
タ
と
し
て
メ
ン
バ
ー
と
共
有
で
き
な
か
っ
た
り
、
音
質
が

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

絶対に揃えておこう！というワケじゃないけれど、持っていた方が便利なアイテムもあります。その一部を紹介し
ますが、パートによってまだまだ他にもいくつかあるかもしれません。先輩によく話を聞いておきましょう。

その他の便利アイテムその他の便利アイテム

カポタストカポタスト

▲全員に必須のアイテム▲精密ドライバー ▲六角レンチ

▲レモンオイル。ギター、ベー
スの指板に潤いを与える

▲爪切り

ハ
ン
デ
ィ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー

ハ
ン
デ
ィ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー

お
手
入
れ
＆
調
整
グ
ッ
ズ

お
手
入
れ
＆
調
整
グ
ッ
ズ

ピ
ア
ノ
・
ア
プ
リ

ピ
ア
ノ
・
ア
プ
リ

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

▶︎音楽用のレコーダー
は音質も良いので、細
かい部分まで録音する
ことができる

　

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
に
は
特
に
持
っ
て
い

て
欲
し
い
の
が
、
ピ
ア
ノ
・
ア
プ
リ
で

す
。
楽
器
が
そ
ば
に
な
く
て
も
音
程
の

確
認
が
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

コ
ー
ド
（
和
音
）
や
ス
ケ
ー
ル
（
音
階
）

の
勉
強
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
よ
う
に
実
際
に
演
奏

す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
定

ま
っ
た
音
程
が
出
る
も
の
で
あ
れ
ば
ど
の
ア
プ
リ
で
も
大
丈
夫
で

す
。
強
い
て
言
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
れ
ば
、
鍵
盤
が
１

段
で
表
示
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
方
が
使
い
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

音
楽
を
す
る
人
全
員
に
必
要
な
ア

イ
テ
ム
が
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
す
。
個

人
練
習
、
バ
ン
ド
練
習
な
ど
に
使
っ

て
い
く
こ
と
で
正
確
な
テ
ン
ポ
感
が

養
わ
れ
ま
す
。

　

今
で
は
電
子
式
が
当
た
り
前
に
な

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ

リ
も
あ
り
ま
す
。
ア
プ
リ
は
、
楽
曲

ご
と
に
テ
ン
ポ
や
ク
リ
ッ
ク
音
の
出

し
方
を
メ
モ
リ
ー
で
き
た
り
、
数
曲

分
の
セ
ッ
ト
・
リ
ス
ト
が
自
由
に
組

め
た
り
す
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

　

と
っ
さ
の
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
し
た
り
、
い
つ

で
も
ベ
ス
ト
な
状
態
で

演
奏
で
き
る
よ
う
に
、

ま
と
め
て
持
っ
て
い
る

と
便
利
な
グ
ッ
ズ
も
あ

り
ま
す
。
楽
器
ケ
ー
ス

な
ど
に
忍
ば
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▲︎好きなアプリをダウンロードしよう

　

カ
ポ
タ
ス
ト
は
、通
称「
カ
ポ
」

と
呼
ば
れ
る
、
開
放
弦
を
有
効

に
使
う
た
め
の
ア
イ
テ
ム
で
す
。

押
さ
え
る
コ
ー
ド
の
形
は
そ
の

ま
ま
で
、
調
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
セ
ー
ハ
・
コ
ー
ド

で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
な
響
き

で
演
奏
で
き
る
た
め
、
ア
コ
ギ
、

エ
レ
キ
問
わ
ず
に
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ポ
は
、
ネ
ッ
ク
に
挟
ん
で

使
い
ま
す
。
そ
の
方
法
は
「
バ

ネ
式
」「
ね
じ
式
」「
レ
バ
ー
式
」

「
ゴ
ム
式
」
な
ど
様
々
で
す
。
演

奏
中
の
付
け
外
し
を
重
視
す
る

か
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
安
定
性

を
重
視
す
る
か
に
も
よ
り
ま
す

が
、
な
る
べ
く
簡
単
に
脱
着
が

可
能
で
安
定
性
の
良
い
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
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